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▪発  行  所　一般財団法人 日本国際飢餓対策機構
	 Webサイトアドレス	 http://www.hungerzero.jp
	 ｅメールアドレス	 general@jifh.org
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▪募金方法　※各種方法で随時受付中、詳しくは電話やウエブサイトで

　①郵便振替　00170-9-68590  一般財団法人日本国際飢餓対策機構
　②他の金融機関からの自動振替③クレジット、デジタルコンビニ

ハンガーゼロ
で検索！

チャイルドサポーター

ハンガーゼロ（日本国際飢餓対策機構 ) は、イエス・キリストの精神に基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。
1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、海外スタッフ派遣、飢餓
啓発を行っています。現在は、国際飢餓対策機構連 合（Food for the Hungry International Federation）の一員として、20ヵ国、国
内外の80のパートナーと協力し、アジア、アフリカ、中南米の開発途上国で、「こころとからだの飢餓」に応える活動をしています。

Hunger Zero
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◦Vポイントを利用して「南スーダン・マブイ小学校給食支援」ができます。
   現在までに1,805,913ポイント（円）のご協力（26,446件）がありました。

【本紙の送付についてのお問合せは】左記eメールアドレス、Webサイトの
    お問い合わせ、または大阪事務所までご連絡ください。

アメリカ合衆国の方は
ＨＰ又ＱＲからお申込下
さい。クレジット決済が
可能になりました。

ハンガーゼロサポーター　現在…5319口

サポーターお申込み欄 FAX072-920-2155
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上の申込書をコピーして、必要事項を記入の上、FAX又は郵送にて大阪事務所まで
お送りください。確認書類等を送らせていただきます。お電話やウエブサイトでも
申し込みできます。
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✓ 下記から希望されるものをお申し込みください

□
ハンガーゼロサポーターとして協力します。
	 ①毎月（　　）口	（１口 1,000 円）
	 ②一時募金として　　　　   円協力します。

□ 継続募金（JIFH サポーター）として協力します。
毎月（　　）口	 （１口 500 円）

□ チャイルドサポーター (子ども１人毎月 4,000円）の
説明書（申込書）を送ってください。

□ 郵便自動引落し申込書を送って下さい。

□ その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。
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1分間に17人（内12人が子ども）
1日に２万５,000人が
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています

Hunger Zero News 今月号の内容
能登ヘルプ・岡田代表に聞く　 　　    P.2

カリスチャペル神路の能登半島支援　  P.3

チャイルドサポーター 家族のストーリー　  P.4

物資支援報告（南スーダン他）　      P.5

ハンガーゼロ 春の催事ご案内　       P.6

ハンガーゼロのスタッフブログ　        P.7

ニュース読者様に大切なお知らせ

今月号から本紙お届け数が変更　
本年１月からお知らせしてた通り、これま
で２部以上の送付希望の読者様に対して
発送部数の変更をしました。（表参照）読
者様によりましては、お届け数の増減が発
生いたします。大変ご迷惑とお手数をおけ
しますが、郵便料金値上げ対策として何
卒ご理解のほどお願い申し上げます。な
おメール、電話あるいは下記オンライン
申込フォームで、希望
部数の変更手続きを受
付けております。次号
以降から順次変更する
ことができます。

Giving Back
わたしから始める…愛の恩返し

顧問弁護士が無償でご相談等お手伝いします

遺贈寄付遺贈寄付

あなたの祝福を分かち合いませんか

詳しくは電話でご説明しますのでご連絡をお待ちしています
東京事務所・近藤   TEL.03-3518-0781
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2025年8月に
ウガンダ支援地訪問を予定

2013年10月に始まったイジランゴビとマガダ地区の支援
活動は2025年9月で終了を迎えます。8月に地域で支援
終了のセレモニーが開催されます。8月8日㈮～8月15㈮
の予定で支援地の訪問を検討中です。
◉ご関心のある方は、チャイルドサポーター
事務局ＴＥＬO72-920-2226にお電話ください。
※申し込みは受付順となりますが、チャイルドサポーター
支援者が優先となります。
定員は14名。（最小催行人数１０名）
すでに参加希望やお問い合わせをいただいていおります。
お気軽にお問い合わせください。

理事会を開催
　一般財団法人 日本国際飢餓対策
機構の「定例理事会」が３月７日㈮
に大阪で開催されます。今 年 度
上半期（2024年７〜12月）の 事 業
報告などが審議されます。

２/24に大阪マラソン開催
　今回ハンガーゼロを応援する
ために６名のチャリティランナ
ーさんがエントリーされました。
当日の模様、募金額は後ほど報
告いたします。　

新しい送付部数 従来の送付部数 部数

１ 1 同

５ ２〜５ 増

10 ６〜10 増・同

15 15 同

20 20〜25 同・減

30 30〜40 同・減

45 45〜65 同・減

70 70〜80 同・減

100 100 同

150 110〜150 減・同

200 160〜200 減・同

輪島市門前町での炊き出しボランティア（2月）
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１年を振り返って

　一番驚いたのは、能登ヘルプに延べ５千人を超えるボラ
ンティアが来てくれたことです。日本のキリスト教会の数が
減少傾向になる中でこんなにも応援がいただけたことは何
よりの感謝です。　
　地震直後で混乱状態の中、ハンガーゼロやオペレーショ
ンブレッシング、キリスト全国災害ネット（キリスト教会、諸
支援団体などが加盟）がすぐに駆けつけてくれたので支援
に着手することができました。ハンガーゼロの支援教会に
よる炊き出しや「FUKUSHIMAいのちの水」からの大量の
ペットボトル水は被災者に喜ばれました。皆さんは能登ヘル
プの伴走者のような存在となり、共に活動を支えていただ
きました。

最近の活動事例は

　昨年12月、輪島市門前町の仮設住宅でクリスマスケーキ
を戸別配布するプロジェクトで、ご婦人たちから「最初は心
が折れていました。でも（能登ヘルプが）何度も何度も来て
催しをしてくれるので、だいぶ元気になりました」とのお声
を聞くことができました。例え小さな支援でも積み重ねてい
くことで信頼関係が生まれ、そうした声も聞けるようになっ

たと感じています。他にも手伝った被災者から教会の日曜
礼拝に行ってみたいとか、お寺の住職から聖書を読んでみ
たいという声も聞いています。

被災者へのアプローチ

　被災者から関係を切られてしまわないよう、寄り添い続
けることが大切だと考えています。当然ですがキリスト教
に抵抗がある被災者もおられますので、地域社会のニーズ
（物資配布やボランティア支援）にまず応えつつ、キリスト
者の団体として被災者の心のケアにもバランス感覚をもっ
て寄り添えるように心がけています。そのためにも、被災者
のどのような要請にもできる限り応えるようにしています。

これからの役割や活動方針

　現在は被災場所の片付けの支援から、避難先の仮設住
宅支援に移りつつあります。ただ信頼関係が出来てやっと
本当の必要を言われる人たちもいます。だから被災場所の
支援はこれからもあるとも思っています。未だ手付かずの
被災現場もありますから。
　いま穴水町に活動ベースを設置する計画を進めていま
す。支援のために被災地に入る人が少なくなってきて寂しく
感じる被災者も少なくありません。だから被災地に新たな
場所を設けて、そこに宿泊して被災者との関係を継続しな
がら支えていければと願っています。将来はキャンプ場みた
いな形でいろいろ
なニーズにも応えた
いですね。

能登半島での支援活動について

　この１月に４回目の支援活動を
行いました。初日は羽咋市の仮設
住宅で入居者と一緒に餅つきをし
ました。その後は和倉温泉ホテル
や輪島市と門前町でも片付け支援
と教会の婦人たちの手作りお弁当
250食分の提供などをさせていただきました。皆さんが韓
国料理美味しいねと喜んでくださいました。

この支援に取り組む思い

　私たちの教会では今年「世
の光となる教会」をテーマに
掲げました。今までも介護福
祉事業（教会建物内のデイ
サービス）や障がいをもった
方々も気楽に入れるカフェな
どで地域社会に奉仕してきま
したが、能登の人々にも寄り添
う活動をしていきたいとみん
なで活動資金を集めて、２ヵ月
ごとに能登を訪問する計画を

立てました。
　昨年初めて輪島市門前町に入った時、その地域で支援活
動を始めておられた門前聖書教会のトラス宣教師の奥様の
「能登のことを決して忘れないでほしい。一度きりではな
く、細く長く来て被災地を覚えていただきたい」との言葉が
心に残りました。だからたとえ小さな活動でも継続していこ
うと決心しました。この４月には現地での活動のため専従の
ワーカー１人を派遣することにしました。

仮設住宅などでの活動

　４月に仮設住宅でキムチ作り講習をします。昨年の訪問
の時に手作りのお弁当が喜ばれ「作り方を教えて」という声
をいただきました。それで材料（食材、容器類）を全部こち
らで用意してもう一度訪問することにしました。私たちもそ
れを楽しみにしています。食べ物だけではなくコンサートや
軽い運動の機会を提供したりもしています。仮設での暮ら
しは厳しいと思いますので、できるだけ身体も心も安らいで
いただければと思い
ます。昨年秋にはキッ
チンカーを導入できた
ので活用してきます。
必要な方に貸し出す
ことも考えています。

ハンガーゼロへの協力について

　私は日本や韓国の教会関係者のための海外ツアー企画
と運営をしています。できれば、ハンガーゼロとタイアップ
してジェロムスタッフの活動地のコンゴ民主共和国に行け
たらと思います。その実現のために何（参加者・募金集めな
等）ができるか考えています。戦争や貧困で苦しむ人々や子
どもたちのために何かできる機会になればと願います。

高知ペンテコステ教会隣接のクリニック

循環器内科・内科・老年内科

医療法人オリーブ

院長 大川 真理
お お か わ まこと

梁
ヤン

 東
ドンフン

勲氏は1995年１月16日、韓国
から大阪に到着した翌日に阪神淡路
大震災に遭遇し、甚大な被害と被災
者を目の当たりにして「日本人のため
に宣教師になりたい」と決意、2001年に資格を得、現在はカ
リスチャペル神

か み じ

路（大阪市内）の牧師として仕えておられま
す。神戸の体験があったので、「地震の被災者や社会の弱者
に寄り添いたい」と社会福祉事業や被災者支援活動にも精
力的に取り組み、能登半島地震被災者支援でもハンガーゼ
ロの強力なパートナーとして現地に人を送り続けておられま
す。お話を伺いました。

ハンガーゼロは昨年1月の能登半島
地震の被災者支援のために、地元の
キリスト教会が支援ネットワークとし
て立ち上げた「能登地震キリスト災
害支援会（能登ヘルプ）」と連携、緊
急・復興支援活動を続けてきました。能登ヘルプ岡

お か だ

田 仰
こう

代
表（金沢独立キリスト教会牧師＝ハンガーゼロ支援教会）
にこの1年の歩みと今後の展望を伺いました。

LOVE EASTの活動現場（志賀町）に能登ヘルプとともに合流（昨年３月）

仮設住宅での炊き出しボランティア、後方左端に梁牧師

私たちの教会では能登
ヘルプに参加された方
のために宿泊所を開設
していたので、信じられ
ないくらい忙しかったで
す。（岡田代表の奥様）

カリスチャペル神路
能登ヘルプ

ハンガーゼロは「能登ヘルプの伴走者」でした
「能登を忘れないで」の声に応え続けます

能登半島地震活動報告

ケーキプロジェクト
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ハンガーゼロは、FHカナダとの協働により2024年
も南スーダン、ブルンジ、グアテマラに必要な物資
援助を行いました。ニュースレター2月号でのグアテ
マラへの食料支援報告に引き続き、南スーダンへの
医薬品支援とブルンジへの食料支援についてご報告
いたします。

物 資 支 援
南スーダン

ブルンジ

スーダン

エチオピア

ケニア

お電話での問い合わせはチャイルドサポーター事務局へ 直通TEL072-920-2226

２つの支援方法

子どもを支援する
支援地域の特定の子どもとつながり、
地域で行われる活動をご支援いただきます。
あなたと出会い、応援を受ける子どもは自分が
愛される大切な存在であることに希望を抱き、
地域を変えるひとりへと成長していきます。

月々 4,000円
子ども１人を支援することできます。

活動を支援する
子どもたちが暮らす地域で行われる
様 な々活動をご支援いただきます。
地域に住む人々がそれぞれの役割を果たし、
子どもを取り巻く環境の改善と
質の向上を目指します。

1,000円〜
月々 または自由なタイミングで支援できます。

ウェブサイトからも
お申し込みできます

ウィルフレッドさんの夢

　ルスさんの家族は、トウモロコシやサツマイモで自給自足
していました。雨季を待ち、わずかな収穫を家族で分け合
う日々でしたが、土地は痩せ、作物は思うように育ちません
でした。父親のウィルフレッドさんは、いつか生活を豊かに
し、子どもたちのために家を建てることを夢見ていました。
　そんなある日、ルスさんの村にFHがやってきました。FH
のスタッフは、村の人々の生活を改善するために様々な支援
を提供、ウィルフレッドさんはスタッフたちの熱意に感化さ
れ、積極的に協力するようになりました。
　FHの支援で家族はレモン栽培の技術を学び、灌

かんがい

漑シス
テムを導入することができました。最初は小さな実ばかり
だったレモンが翌年には大きく実り、市場でも高く評価され
ました。収穫量も４倍に増え、家族は初めて十分な収入を
得ることができたのです。

家族の笑顔

　レモン収穫の日は家族みんなで歌いながら、黄色く実っ
た実を一つ一つ丁寧に摘み取ります。ルスさんは、「こんな
にたくさんのレモンが収穫できたのは、神様のおかげ」と、
目を輝かせていました。
　父親のウィルフレッドさんは、新しく建てた家で迎えた
朝、窓から差し込む朝日を浴びながら、神様とFHのスタッ
フに心から感謝しました。

未来への希望

　今ではルスさんの村には清潔な水が引かれ、子どもたち
は学校に通っています。ウィルフレッドさんは村のリーダー
として、地域の発展に貢献しています。彼の夢は村全体を豊
かにすることです。この家族の話は地域の人たちに希望を
届けています。困難な状況でも諦めずに努力し、周りの助け
を借りることで、夢を実現することができました。

～新たな出発～

　FHボリビアとハンガーゼロはアサワニとリオカイネの地
域で最も弱い立場にある人々に焦点を当て、貧困を撲滅す
るために１２年にわたり協力をしてきました。2024年12月末
で支援活動は終了しましたが、活動を通して育てられ訓練
を受けてきたリーダーたちが、今後の変革の担い手となって
地域の課題に向き合い、環境改善のために積極的に関わる
よう人々を鼓舞し、意欲を高めていくことを期待します。何よ
りも子どもたちがよりよい環境の中で成長できることを願っ
てやみません。これまでの皆さまの温かいご支援を心から
本当にありがとうございました。
　2024年11月に延期となっていたクロージングセレモニー
が、3月に開催されます。ハンガーゼロからも職員が出席し
ます。詳しくは、後日報告させていただきます。
　お知らせ：最終P.8ページに「ウガンダ支援地訪問」の
　　　　　  参加者募集のご案内を掲載しています。

FH＝国際飢餓対策機構

レモン栽培にチャレンジして夢が実現

家族の
S
ストーリー
tory ルス エリアナ パッツィ フローレスさんの家族は、食料も

水も不足し、住む家も満足にない厳しい生活を送っていま
した。しかしFHボリビアの支援を受け、レモン栽培の技術
を学び、生活が一変しました。苦労も多かったですが家族

みんなで協力し、レモン栽培に成功。収入が増えて家を建てることができ、
子どもたちも学校に通えるようになりました。

ボリビア

  南スーダン　国内避難民キャンプに医薬品
　長年の内戦の末、2011年7月に独立を果たしたものの、
その後も不安定な情勢が続き、南スーダンの医療体制
は、インフラ面でも人員面でも大幅な不足状況が続いて
います。2023年には、スーダンの内戦から逃れて来た60
万人余りの難民を受け入れており、国連人道問題調整事
務所（OCHA）によると、人道援助を必要とする人は、人口
1,240万人のうち590万人に達しました。

　そんな中、2023年12
月に届けられた援助物資
の医薬品は、現地パート
ナーであるニューテスタ
メントキリスト教会を通し
て、首都のジュバやパジョ
クの国内避難民キャンプ
で、寡婦、孤児、傷病者な
ど長引く戦闘による影響
を受けた人たちのために

用いられています。国連平和維持軍によって守られている
国内避難民キャンプでは、パジョクで約500人、ジュバでは
１ヵ所で約800人、もう１ヵ所で約500人の合計1,800人が
貴重な医薬品の恩恵を受けており、2025年の支援物資も
届いたと連絡が入っています。

  ブルンジ　乾燥スープミックスを108万食余
　人口密度の高い内陸国であるブルンジは、人口の70%以
上が生活に必要な収入を得ることができていません。国連
世界食糧計画（WFP）によると、人口の41.2%が食料不足
に直面しており、５歳未満の子どもの56%近くが栄養不足に

よる発育阻害に苦しんでいます。
　ハンガーゼロは2024年に栄養補給に役立つ乾燥スープ
ミックス108万7,700食分を届けました。スープミックスは現
地パートナーであるFHブルンジが受け取り、活動地域であ
るカバロレ、ムウンバ、ブソニのコミュニティリーダーと協力
して配給しました。カバロレで559世帯、ムウンバでは450
世帯の最も必要性が高い家庭に、ブソニでは障がい者セン
ターで暮らす70人の方々に渡されました。
　スープを受け取った人々の間では、2024年のスープはこ
れまでのものよりも味も香りも良く、調理しているうちに嵩

かさ

が増してくると好評です。野菜の代わりに、メイズ（とうも
ろこし）やキャッサバのパン、サツマ芋やジャガ芋、お米や
タロ芋、調理用バナナなどと一緒に食べられています。そ
の一人で8人の子どもがいるファビオラさん（44歳）は、8袋
（800食分）のスープミックスを受け取りました。「ちょうど
種まき前の端

はざかいき

境期にスープが届きました。野菜が不足して
いる時期で大変助かりました。」と感謝していました。
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ハンガーゼロ・スタッフブログ

　厳しく長かった冬から穏やかな光にようやく春の到来を感じられる３月中旬、ハンガーゼロの楽し
い催事が東西で開催されます。

　まず東京で15日に世界食料デー2024のフィナーレとして、白
し ら さ や え み

鞘慧海親善大使による
ゴスペルコンサート「TOKYO WORLD FOOD DAY＋GOSPEL」が行われます。今回
も出演者と来会者による熱気溢れるコンサートになることでしょう。田村巡回牧師の講
演もあります。続いて大阪では18日から22日まで「みなみななみイラスト展」が開催さ

れます。みなみさんは、子どもニュースをはじめ様々なイラスト作品でハンガーゼロに協力
してくださっています。20日（祝）には、森祐理親善大使と災害支援部・申スタッフとの対談

企画もあります。東京・大阪会場とも入場は無料です。ぜひご来場ください。

事業管理部　

◤ 柳瀬スタッフ ◢

大切なお捧げものをお預かり

　私は国内事務所およびスタッフの活

動のサポートや、支援者の皆様からの

ご寄付を取りまとめるなど、国内のハ

ンガーゼロ活動が円滑に進むように

する働きをしています。支援者の中に

は、サポートをお送りくださる際に書

いてくださったり、お問い合わせの際

に励ましやお祈りのことばをくださる

方々がいらっしゃいます。直接お会い

することができなくても、温かい心で

大切なお金や時間を捧げてくださっ

ていることを実感します。お一人お一

人の尊い捧げものをお預かりしてい

るという自覚を持ち、それらが最大限

活動に用いられるようにと心を配りつ

つ仕事をしています。

国内事業部　啓発課　

◤ 田村スタッフ ◢

愛の広がりを伝えていく

　私は啓発担当として皆様とともに、

世界に目を向け、支え合いの輪を広げ

る働きをしています。募金活動の際、

「これくらいしか持っていなくてすみ

ません」と言われることがあります。

しかし夏にカンボジアの支援地を訪

れ、その「ほんの少し」の行動が、現

地の人々の人生を大きく変えているこ

とを実感しました。

　支援は単なるプロジェクトの実施に

とどまらず、それ以上の力を持ってい

ます。現地では人々が支え合い、地域

を愛し、必要なものを分かち合う姿が

ありました。そして日本からの思いが

遠く離れた地に届き、「私たちのため

に心を寄せてくれている人がいる」と

励まされる人々がいます。その姿を目

の当たりにし、小さな一歩が遠くの国

で大きな愛の力となっていることを実

感しました。その確かな広がりを伝え

たいという思いで、私はこの仕事に取

り組んでいます。

ハンガーゼロでは、現在20数名（パートも含む）が、４つの事業部
（①事業管理②海外③国内④災害支援）に配属されて働いていま
す。仕事の役割や業務形態は様々ですが「世界にある物心両面
の飢餓を終わらせる・ハンガーゼロを目指す」という共通
の理念のもと、共に生きる世界（ＶＯＣ＝ビジョン・オ
ブ・コミュニティ）の実現のために協働しています。そ
の中で３人の若い世代のスタッフに、どのような思い
で自らの役割を担っているのかを聞きました。
ハンガーゼロは若い世代の力をもっともっと結集してい
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きたい
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と願っています。

海外事業部　チャイルドサポーター　

◤ 門スタッフ ◢

皆様と子どもの成長を見守る

　チャイルドサポーターでは、貧困地

域の子どもたちの健やかな成長と地

域の貧困脱却を目標として活動して

います。支援を受けた子どもが無事に

義務教育を修了し、その報告を支援

者の方と分かち合える瞬間は何より嬉

しいものです。日頃から子どもたちを

温かく見守り、励ましのメッセージを

送ってくださる支援者の皆さまに心か

ら感謝しています。

　この仕事を通して、多くの人に支え

られていることを実感し、その応援の

力が自分を強くしてくれると日々感じ

ています。サポートを受けている子ど

もたちにとってはなおの事、日本から

の応援や支援がどれほど大きな励みに

なっているか計り知れません。支援者

の皆さまと共に未来を担う子どもたち

の成長を見守り、よりよい人生を歩め

るよう支えていく。この活動に興味を

持つ方が増え、１人でも多くの子どもた

ちに支援が届くことを願っています。

私 の 役 割ハンガーゼロ
で働く！

…2月６・７日に大阪で「スタッ
フ研修会」を持ちました。ハン
ガーゼロが目指す飢餓のない
持続可能な社会について一緒
に考えながら楽しく学ぶこと
ができました…

ハンガーゼロは貧困・飢餓に苦しむ人々に仕える人材を求めています
東京・大阪事務所までご連絡ください。インターンシップもできます

    Yanase           Tamura         Kado

KFHI釜山理事会・希望のコンサート（韓国） TPC主催「春待ちコンサート」（東京） ハンガーゼロチャリティコンサート（東京）

　昨年10月、小堀親善大使が韓国
飢餓対策機構のコンサートに出演。
今年2月には東京で紫園親善大使
が東京プレヤーセンター主催の春
待ちコンサートに出演、また韓国
飢餓対策機構親善大使夫妻による
チャリティコンサートが開催されま
した。応援に心より感謝します。

他団体とも協力、広がる支援

春のハンガーゼロ催事・ご案内
ハンガーゼロウエブ
サイトやSNSでも情
報配信しています。
要チェック！


